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施工上の禁止事項

次のような部位への設計や施工はトラブルの原因となりますので、行わないでください。

■ パラペット部分への施工
パラペットの天端は屋根と同じに過酷な条件となり、雨漏りや凍害の原因になります。

■ 基礎部モルタルへの埋め込み施工
●ユーティークリートと基礎部のモルタルを繋げて施工した場合、毛細管現象による吸水が起り、
　凍害やシミなどの原因になります。
●躯体の荷重によるセットリング現象が発生してユーティークリートに反りや割れの原因になります。
●結露水等の排水が不可能となり土台部分からの漏水や凍結の原因になります。

■ 煙突部分への施工
煙突内部で発生した水分や結露が壁を通して外部にしみだして、ユーティークリートの裏面から吸水して
染みや凍害の原因となります。

■ 換気口や配管スリーブの後付け施工
ユーティークリートの施工後に取付けるスリーブやダクトは、結露や漏水が起り易い施工となる為
凍害や外壁材の劣化を引き起こす原因になります。スリーブやダクトはユーティークリートの施工前に取付けて下さい。

■ 内付型サッシの使用
内付型のサッシは、持ち出し寸法が制限される為に納まりません。防水の為、外付型叉は半外付型を使用して下さい。

■ 指定部材以外の使用
指定以外の胴縁サイズや通気胴縁サイズ、指定スクリュービス以外の使用は、
ユーティークリートの取付け強度が確保出来ずに、反りや変形の原因になる可能性があります。

■ 降雨、寒冷期の施工
降雨や降雪によるユーティークリートの吸水状態の施工。
寒冷期（外気の気温が5℃以下になる場合）の接着剤、シール材、シーラー塗り、樹脂モルタル塗り、塗り壁等の施工は
行わないで下さい。接着力不足や凍害の原因になります。
寒冷地域でやむを得ず寒冷期に施工を行う場合は保温シートで養生して、
ジェットヒーター等で保温しながら施工をして下さい。

■ 背面から吸水が起る場所への施工
裏面から吸水が起きる様な場所や、防水の対策が行われていない場所への施工は凍害や変形の原因となります。





① 工事着工打ち合わせ

② 下地確認

③ 防水シート・胴縁取付け（通気構法）

④ ユーティークリートの割付け

⑤ ユーティークリートの張り付け

⑥ シーリング工事（開口部、入隅部）

⑦ 専用役物の取付け（コーナービート・Lトリム）

⑧ シーラー処理（給水調整材）

⑨ ベースコート塗り

⑩ メッシュ90を伏せ込み（全面に伏せ込む）

⑪ 養生（48時間以上）

⑫ シーラー塗布（寒冷地はカチオン系シーラーを使用してください）

⑬ スタッコラースト-E の下塗り（薄塗り）

⑭ 養生（24時間以上）

⑮ スタッコラースト-E の上塗り（パターン）
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塗り壁用のユーティークリート施工要領

胴縁の取り付け

セメントボードの張り付け

専用下地調整塗材で薄塗り

スタッコラースト-Eで仕上げ塗り

完成

躯体・下地のチェック

防水シート・胴縁組み

ボードの割付け

ボードの張り付け

張
り
工
事

下地確認

シーリング工事

シーラー処理

養生期間

専用樹脂モルタル塗布

グラスファイバーメッシュを全面に伏せ込む

養生期間

専用シーラー塗布

スタッコラースト - Eで仕上げ塗り

左
官
工
事
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ユーティークリートセメントボードの曲面施工曲率

ASTMテストデータ

● 11.0mm厚のユーティークリートセメントボードは他社製品の12.5mmより7.5～8.0kg軽く、非常に作業性に優れています。
　 そして最小曲げ半径も1.8mと郡を抜いています。

1,800mm

1,800mm

■ ASTMテストデータ

試験項目

厚さ

重量

かさ比重

曲げ強度

圧縮強度

釘逆引き抜き強度

横向き断裂抵抗

吸水率（24時間）

吸水による長さ変化

凍結融解性

タイル板面粘着率

細菌類成長抵抗試験

試験方法

ASTMC 473-85

ASTMC-73

ASTMC-947

ASTMD-2394

ASTMD-1037

ASTMD-1037

ASTMC 473

ASTMD-1037

ASTMC 666

ANSIL-A118.1-A118.4

ASTG22-G21

ユーティークリートセメントボード

11mm

20～20.5kg／910mm×1,820mm

1.14  → 1.18

7N（71kgf／cm2）

13N（132kgf／cm2）

75kgf以上

65kgf以上

20％

0.03

25回（変化無し・常に水中でのテスト）

35kg／cm2

成長無し
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関連法規（建築基準法） 実験室での標準ASTMテストによる報告

■ ユーティークリートセメントボードの使用可能範囲

用途

戸
建
住
宅

共
同
住
宅

建築用途と防火基準

ユーティークリートセメントボードは、防火材料として「不燃材料」、「45分準耐火構造」、「30分防火構造」としての
認定を取得しています。基本仕様は、屋外側をユーティークリートセメントボードに軽量モルタルを塗り 構成としています。

国土交通省認定

地域

防火地域
（法61条）

準防火地域
（法62条）

法22条地域

防火地域
（法61条）

準防火地域
（法62条）

法22条地域

階数

3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3

2

延べ床面積（S）㎡
S≦100

45分準耐火構造

45分準耐火構造

45分準耐火構造

耐火構造

耐火構造

45分準耐火構造

45分準耐火構造（2階300㎡以上）
60分準耐火構造

（準防3階仕様）防火構造
（外壁・軒裏）防火構造

（外壁・軒裏）防火構造（200㎡以上／2階300㎡未満）

（外壁・軒裏）防火構造（200㎡以内）

（外壁）準防火性能

（外壁）準防火性能

（外壁・軒裏）防火構造

100<S≦500 500<S≦1000 1000<S≦1500 1500<S≦3000 3000<S

■ 外断熱通気構法（45分準耐火構造認定）

■ 不燃材料の認定番号

防耐火区分

45分準耐火構造

内装仕様

部位

耐力壁

工法

木造軸組

構法

通気構法

認定番号

QF045BE-0221

外壁仕様

専用モルタル塗り厚

5mm以上

通気胴縁サイズ

15×50mm以上

商品名

ユーティークリートセメントボード

認定番号

NM-0654

品目名

両面グラスファイバークロス張りセメント板

断熱材

ウレタン系50mm

厚さが15mm以上の石膏ボ－ド張り

■ 防火構造の認定番号（30分防火構造認定）

防耐火区分

内装仕様

30分防火構造

認定番号

PC030BE-1122、
1123、1124、1125、1126
PC030BE-1127、

1128、1129、1130、1131
PC030BE-1200、
1201、1202、1203
PC030BE-1196、
1197、1198、1199

外壁仕様

専用モルタル塗り厚

［大壁］厚さ9.5mm以上の石膏ボ－ド張り／厚さ12mm以上のセメントボ－ド張り
［真壁］厚さ9.5mm以上の石膏ボ－ド張り

3mm以上

部位

耐力壁

工法

木造軸組

構法

通気構法

断熱材

無し

グラスウール及び
ロックウール50mm以上

無し

グラスウール及び
ロックウール50mm以上

木造枠組


